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〔
研
究
ノ
ー
ト
〕一

九
七
〇
年
代
半
ば
の
自
転
車
産
業
と
自
転
車
関
連
企
業
の
動
向

東　
　

正　

志

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
日
本
自
転
車
産
業
が
経
験
し
た
一
九
七
〇
年
代
の
生
産

台
数
の
劇
的
な
増
加
と
、
そ
の
後
の
急
激
な
落
ち
込
み
に
対
し
て
、

自
転
車
関
連
企
業
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
の
か
を
、
統
計
資

料
お
よ
び
自
転
車
関
連
企
業
の
資
料
か
ら
後
付
け
て
い
く
。
一
種
の

ブ
ー
ム
的
に
膨
れ
あ
が
り
、
そ
の
後
の
不
況
に
よ
っ
て
急
激
な
縮
小

を
み
せ
た
自
転
車
国
内
生
産
に
対
す
る
主
要
企
業
の
対
応
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
で
は
、
一
九
六
〇
年
代

ま
で
の
自
転
車
産
業
を
概
観
す
る
。
戦
前
、
戦
後
の
お
お
ま
か
な
自

転
車
産
業
の
動
向
を
つ
か
み
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
ま
で
に
、
自

転
車
産
業
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
。
戦
後

は
自
転
車
産
業
の
持
続
的
な
成
長
に
対
し
て
懐
疑
的
な
見
方
が
あ
り

な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
概
ね
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
み
せ
る
。
持

続
的
成
長
を
阻
害
す
る
要
因
に
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
と
の
競
合
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
一
九

七
〇
年
代
に
入
る
ま
で
の
自
転
車
産
業
の
軌
跡
を
確
認
し
て
い
く
。

　

次
に
二
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
自
転
車
産
業
を
概
観
す
る
。

こ
こ
で
は
一
九
七
三
年
と
そ
れ
以
降
の
自
転
車
生
産
の
激
し
い
浮
き

沈
み
の
要
因
を
抽
出
す
る
。

　

三
で
は
、
完
成
車
・
部
品
企
業
の
一
九
七
〇
年
代
の
業
績
の
変
化
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を
取
り
上
げ
、
特
に
各
社
の
社
史
を
根
拠
資
料
に
、
各
社
が
一
九
七

〇
年
代
の
自
転
車
国
内
生
産
の
拡
大
と
縮
小
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
記
述
し
て

い
く
。

一　

戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
自
転
車
産
業

（
1
）　
自
転
車
産
業
の
成
り
立
ち

　

自
転
車
の
起
源
は
一
九
世
紀
初
頭
に
ま
で
遡
る（（
（

。
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ

と
呼
ば
れ
る
、
ド
イ
ツ
の
ド
ラ
イ
ス
男
爵
が
発
明
し
た
も
の
が
自
転

車
の
発
祥
と
さ
れ
る（（
（

。
ド
ラ
イ
ス
男
爵
は
、
数
学
、
物
理
学
、
土
木

工
学
、
農
学
な
ど
を
学
び
、
数
々
の
発
明
や
設
計
を
行
っ
て
い
た
人

物
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
は
ほ
と
ん
ど
の
部
品
が
木
製
で
あ
り
、

現
在
の
よ
う
な
ペ
ダ
ル
駆
動
の
自
転
車
で
は
な
い
。
地
面
を
足
で

蹴
っ
て
駆
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
非
常
に
原
始
的

な
機
構
を
も
つ
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
で
あ
っ
た
が
、
時
速
一
五
㎞
で
走
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
乗
り
物

は
、
当
時
は
馬
以
外
に
は
な
か
っ
た（（
（

。
一
八
一
八
年
に
は
ド
ラ
イ

ジ
ー
ネ
で
バ
ー
デ
ン
（
ド
イ
ツ
（、
パ
リ
で
特
許
を
取
得
し
た（（
（

。
同

じ
く
一
八
一
八
年
に
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
は
海
を
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
も

た
ら
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
の
改
良
版
と
な
る

車
種
で
、
デ
ニ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
特
許
を
取
得
す
る（（
（

。
そ
の
後
、

イ
ギ
リ
ス
国
内
で
様
々
な
改
良
が
施
さ
れ
、
鉄
製
フ
レ
ー
ム
の
採
用

や
女
性
向
け
の
も
の
が
開
発
さ
れ
た（（
（

。

　

自
転
車
の
始
祖
と
な
っ
た
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
か
ら
五
〇
年
経
過
し
た

の
ち
に
、
比
較
的
短
期
間
で
自
転
車
に
関
す
る
発
明
が
相
次
ぐ
。
一

八
六
一
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
ミ
シ
ョ
ー
が
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
を
改
造

し
、
前
輪
に
ペ
ダ
ル
を
付
け
た
ミ
シ
ョ
ー
型
と
い
わ
れ
る
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
た
。
こ
の
ミ
シ
ョ
ー
型
は
世
界
で
初
め
て
量
産
に
成
功
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
ミ
シ
ョ
ー
型
は
ペ
ダ
ル
で
駆
動
す
る
自
転
車
で

あ
る
が
、
非
常
に
乗
り
心
地
が
悪
く
、「
ボ
ー
ン
シ
ェ
イ
カ
ー
」
や
、

日
本
で
は
「
が
た
く
り
型
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ペ

ダ
ル
で
自
転
車
が
駆
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
て

前
輪
を
大
き
く
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
型
が
考
案
さ

れ
る
な
ど
、
自
転
車
は
形
状
を
変
え
な
が
ら
進
化
し
て
い
く
。

（
2
）　
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
自
転
車
産
業

　

日
本
に
お
け
る
自
転
車
産
業
の
は
じ
ま
り
は
江
戸
時
代
末
期
に
さ

か
の
ぼ
る
。
当
時
の
自
転
車
は
輸
入
品
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
輸
入

自
転
車
は
主
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
向
け
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

輸
入
品
の
修
理
・
補
修
を
行
い
、
交
換
用
の
部
品
製
造
が
は
じ
ま
り
、
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や
が
て
国
産
自
転
車
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
国
産
自
転
車
第

一
号
は
一
八
九
〇
年
に
宮
田
製
銃
所
（
現
在
の
ミ
ヤ
タ
サ
イ
ク
ル
（

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
企
業
が
自
転
車
産
業
に

参
入
し
て
い
く
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
本
格
的
な
量
産
が
始
ま
り
、

一
九
三
六
年
に
は
一
〇
〇
万
台
超
を
生
産
す
る
に
至
る
。

　

日
本
の
自
転
車
産
業
が
本
格
的
に
拡
大
し
て
い
く
契
機
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
時
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
下
で
は
、
当
時
自
転

車
の
主
た
る
輸
入
先
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
自
転
車
輸
入
が
事

実
上
断
絶
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
輸
入
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自

転
車
の
本
格
的
な
国
産
化
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
同
じ
く
欧
州
産

の
自
転
車
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
が
日
本
の
自
転
車
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
応
の
国
産
品

を
生
産
で
き
る
程
度
に
ま
で
技
術
習
熟
度
を
高
め
た
日
本
の
自
転
車

産
業
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
自
転
車
は
、
欧
州
諸
国
の
自
転
車
に
比

べ
る
と
「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
支
配
的
で
あ
っ

た
（
（
（

。
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
と
日
本
製
品

が
国
内
、
海
外
市
場
に
お
い
て
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
特
に
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
輸
出
市
場
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
の
攻
勢

を
許
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
自
転
車
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品

に
対
し
て
価
格
競
争
力
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
品
質
に

お
け
る
信
頼
性
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
自
転
車
よ
り
は
高
く
な
か
っ
た
と

解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
程
な
く
し
て
日
本
は
戦
争
時
の
統
制
経
済
へ
と
移
行
し

て
い
く
。
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は
多
く
の
自
転
車
工
場
が
軍
需
工

場
へ
と
転
換
し
、
自
転
車
産
業
と
し
て
は
空
白
の
時
期
を
迎
え
る
。

一
九
四
一
年
に
は
「
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く
機
械
鉄
鋼
製
造
工
業

整
備
要
綱
が
適
用
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
自
転
車
・
部
品
製
造
業
者

一
、
三
四
八
は
一
一
三
カ
所
に
整
備
統
合
さ
れ（（
（

」
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
自
転
車
の
生
産
は
国
策
に
よ
り
大
幅
な
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

戦
後
に
は
ひ
と
ま
ず
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
が
な
さ
れ
、
一
九
四

〇
年
代
後
半
～
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
製
造
量
が
急
増
す
る

（
図
（
参
照
（。
と
こ
ろ
が
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
に

は
オ
ー
ト
バ
イ
の
製
造
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
生
産
台
数
を
伸
ば
し

て
い
く
。
自
転
車
産
業
で
は
こ
う
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
の
立
ち
上

が
り
に
対
し
て
、
近
い
将
来
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
が
自
転
車
の
代
替
品

と
し
て
台
頭
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
も
つ
。
そ
こ
で
自
転
車

関
連
企
業
は
、
た
と
え
ば
販
売
業
者
で
あ
れ
ば
、
自
転
車
と
オ
ー
ト

バ
イ
と
の
併
売
店
化
が
進
ん
だ
。
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
自
転

車
企
業
、
オ
ー
ト
バ
イ
企
業
の
両
方
に
部
品
を
納
入
す
る
兼
業
化
や
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オ
ー
ト
バ
イ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
転
業
化
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
に
対
す
る
見
通
し
の
明
る

さ
と
、
そ
れ
に
伴
う
自
転
車
産
業
の
成
長
の
頭
打
ち
予
測
と
い
う
ふ

た
つ
の
連
動
し
た
動
き
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
自
転
車
生
産
量
は
一

九
七
〇
年
代
ま
で
お
お
む
ね
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
み
せ
る
。
そ
の

要
因
に
つ
い
て
は
、
三
で
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
次
節
で

は
自
転
車
産
業
に
と
っ
て
脅
威
と
さ
れ
た
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
の
生
産

推
移
を
一
九
六
〇
年
代
ま
で
確
認
し
、
自
転
車
産
業
、
オ
ー
ト
バ
イ

産
業
が
実
質
的
に
は
競
合
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
生
産
規
模
を
発
展

さ
せ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。

（
3
）　
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
オ
ー
ト
バ
イ
産
業

　

前
節
で
み
た
と
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
は
自
転
車
関
連
企
業
の

オ
ー
ト
バ
イ
事
業
と
の
兼
業
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
産
業
は
自
転
車
産
業
の
成
長
を
脅
か
す
存
在
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
日
本
の
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
の
状
況
を
確

認
し
よ
う
。
図
（
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
オ
ー

ト
バ
イ
産
業
の
生
産
量
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

　

図
（
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
の
生
産
量
が

図 1　（9（0年代までの自転車国内生産と輸出台数の推移
注：（9（（年までは製造卸の生産台数は含まない。
出所：自転車産業振興協会『自転車統計要覧』各年版より筆者作成。
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急
速
に
拡
大
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
背
景
に

は
本
田
技
研
工
業
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
生
産
・
販
売
量
の
拡
大

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
八
年
に
本
田
技
研
工
業
の
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
、

そ
れ
ま
で
の
オ
ー
ト
バ
イ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
機

能
・
性
能
面
で
優
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で

の
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
市
販
の
自
転
車
に
補
助
エ
ン
ジ
ン
を
取
り
付
け

た
も
の
が
多
く
販
売
さ
れ
て
い
た
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ト

バ
イ
の
よ
う
に
、
目
標
と
す
る
性
能
や
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
フ
レ
ー
ム
や
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
部
品
が
最
適
設
計
さ
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
に
お
い
て
、
部
品
を
最
適
設
計
し
た
オ
ー
ト
バ
イ

を
生
産
・
販
売
す
る
企
業
は
か
な
り
少
な
く
、
そ
う
し
た
企
業
も
諸

外
国
、
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
行
技
術
を
模
倣
す
る
の
が
限
界

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
製
品
の
品
質
・
性
能
面
で
現
在
の
オ
ー
ト
バ

イ
と
は
遠
く
か
け
離
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
状
況
を
変
え

た
の
が
、
本
田
技
研
工
業
の
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
で
あ
っ
た（9
（

。

　

本
田
技
研
工
業
は
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
開
発
に
あ
た
り
、
性
能
・
機

能
を
独
自
に
設
定
し
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
個
々
の
部
品
を

新
た
に
設
計
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、

図 2　（9（（年から（9（0年までのオートバイ生産台数の推移
出所：本田技研工業広報部『世界二輪車概況』各年版より筆者作成。
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ス
ー
パ
ー
カ
ブ
は
オ
ー
ト
バ
イ
市
場
で
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
、
本

田
技
研
工
業
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
市
場
そ
の

も
の
の
規
模
の
拡
大
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
が
市
場

に
出
回
る
こ
と
で
、
顧
客
が
オ
ー
ト
バ
イ
に
求
め
る
性
能
・
機
能
の

水
準
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
本
田
技
研
工
業
だ
け
で
な

く
、
他
の
オ
ー
ト
バ
イ
企
業
も
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
と
同
じ
か
、
そ
れ
以

上
の
性
能
・
機
能
を
も
つ
オ
ー
ト
バ
イ
の
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
る（（0
（

。

　

オ
ー
ト
バ
イ
は
以
上
の
要
因
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代
に
目
覚
ま

し
い
成
長
を
遂
げ
た
。
し
か
し
す
で
に
み
た
通
り
、
自
転
車
も
同
じ

く
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
。
自
転
車
と
競
合
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
オ
ー
ト
バ
イ
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
生
産
量
を
拡
大
さ
せ
、

結
果
的
に
は
競
争
関
係
に
は
な
ら
ず
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
懸
念
さ

れ
た
事
項
は
杞
憂
に
お
わ
り
、
一
九
七
〇
年
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。

二　

一
九
七
〇
年
代
の
自
転
車
産
業
の
動
向

　

図
（
は
一
九
七
〇
年
代
の
自
転
車
国
内
生
産
台
数
、
輸
出
台
数
を

示
し
て
い
る
。
自
転
車
国
内
生
産
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
引
き
続
き
、

一
九
七
三
年
ま
で
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
る
。
特
に
一
九
七
二

年
に
は
、
前
年
よ
り
も
約
二
〇
〇
万
台
増
と
な
り
、
急
激
に
生
産
量

を
拡
大
さ
せ
る
。
国
内
生
産
量
の
伸
び
に
比
べ
れ
ば
輸
出
台
数
は
低

調
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
〇
〇
万
台
前
後
を
キ
ー
プ
し
、
戦
後
最

多
の
輸
出
台
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　

国
内
生
産
は
、
一
九
七
三
年
に
は
前
年
か
ら
さ
ら
に
約
二
四
〇
万

台
増
の
九
四
一
万
台
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
で
最
も
多
い
生
産

台
数
と
な
る
。
自
転
車
生
産
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
急
拡
大
を
み

せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
七
〇
年
代
の

自
転
車
産
業
』（
（（
（

を
も
と
に
そ
の
要
因
を
探
っ
て
い
こ
う
。

　

同
書
で
は
、
自
転
車
需
要
の
増
加
の
要
因
を
近
距
離
移
動
手
段
と

し
て
の
自
転
車
の
必
要
性
で
あ
る
と
し
、
高
級
車
・
ス
ポ
ー
ツ
車
と

い
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
向
け
需
要
に
支
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
と
区
別
し
て

い
る
。
実
際
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
日
本
の
自
転
車
生
産
の
多
く

は
、
買
い
物
・
通
勤
用
の
車
種
を
含
む
軽
量
車
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

表
（
で
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
九
五
七
年
に
は
荷
物
な
ど
の
運
搬

用
途
と
し
て
使
用
さ
れ
る
実
用
車
の
生
産
が
国
内
生
産
の
七
一
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
に
は
二
七
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
に
ま
で
落
ち
込
む
。
実
用
車
の
落
ち
込
み
と
は
対
照
的
に
、
一
九

五
七
年
に
一
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
産
比
率
で
あ
っ
た
軽
量
車
の

生
産
比
率
は
、
一
九
六
五
年
に
は
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
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い
る
。

　

自
転
車
需
要
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
、
国
内
生
産
台
数
が
急
激
に

成
長
し
た
の
が
一
九
七
三
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
一
九
七
四
年

か
ら
急
激
に
生
産
台
数
が
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
減
少
の
直
接

的
な
原
因
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な

不
況
に
あ
る
と
複
数
の
資
料
で
記
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
以
外
に
も
ド

ル
の
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
自
転
車
生
産
台
数

の
急
激
な
減
少
は
、
た
と
え
ば
過
剰
設
備
が
生
ん
だ
過
剰
生
産
の
産

物
な
ど
の
よ
う
な
、
自
転
車
産
業
内
部
の
固
有
の
要
因
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
外
部
要
因
に
よ
る
経
済
全
体
の
停
滞

図 3　（9（0年代の自転車国内生産と輸出台数の推移
出所：自転車産業振興協会『自転車統計要覧』各年版より筆者作成。
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表 1　（9（（-（9（（年までの車種別国内生産比
率� （単位：年、％）

実用車 軽量車 子供車 特殊車

（9（（ （（.（ （（.（ （（.（ （.（
（9（（ （（.9 （（.（ （（.（ （.0
（9（9 （（.（ （（.0 （（.（ 0.9
（9（0 （9.（ （（.（ （（.（ 0.（
（9（（ （（.9 （（.（ （（.（ 0.（
（9（（ （9.（ （（.0 （（.（ 0.（
（9（（ （9.（ （（.（ （（.（ 0.（
（9（（ （（.（ （（.（ （（.（ 0.（
（9（（ （（.（ （0.（ （（.（ 0.（

出所：自転車産業振興協会『自転車統計要覧第
（版』（（9（（年）より筆者作成。
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が
生
産
縮
小
の
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三　

完
成
車
企
業
、
部
品
企
業
の
動
向

　

前
章
で
見
た
通
り
、
日
本
の
自
転
車
国
内
生
産
は
一
九
七
三
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
翌
年
に
は
大
幅
に
減
少
す
る
。
各
社
は
大
幅

な
生
産
量
の
増
減
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク

ル
（
完
成
車
（、
大
同
工
業
（
チ
ェ
ー
ン
（、
シ
マ
ノ
（
ギ
ア
な
ど
（
の

三
社
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

（
1
）　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル（（（
（

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
は
一
九
四
九
年
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ

ヤ
（
株
（
よ
り
分
離
独
立
さ
れ
操
業
を
開
始
し
、
当
初
の
社
名
は

「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
自
転
車
（
株
（」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
六

年
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
（
株
（
と
改
称
し
、
非
自
転
車
部
門

で
あ
る
工
機
部
門
の
統
合
や
分
離
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

フ
レ
ー
ム
を
内
製
す
る
い
わ
ゆ
る
工
業
型
メ
ー
カ
ー
の
代
表
的
企
業

で
あ
る
。
ダ
イ
カ
ス
ト
製
法
に
よ
る
フ
レ
ー
ム
の
量
産
技
術
の
開
発

を
一
九
五
〇
年
代
か
ら
行
う
な
ど
、
創
業
当
時
か
ら
技
術
開
発
に
積

極
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
時
点
で
は
国
内
市
場
シ
ェ
ア
は
三
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
年
に
は
生
産
台
数
は
四
〇

万
台
に
到
達
し
、
市
場
シ
ェ
ア
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
こ
の

年
に
、
そ
れ
ま
で
シ
ェ
ア
一
位
で
あ
っ
た
山
口
自
転
車
が
倒
産
し
た

た
め
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
が
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
こ

と
に
な
っ
た
。
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
自
転
車
主
要
メ
ー
カ
ー

の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　

図
（
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
が
販
売
高
で
初
め
て
業
界
一
位

に
な
っ
た
一
九
六
三
年
の
出
荷
量
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一
九
七
六
年

ま
で
の
指
数
を
示
し
て
い
る
。
完
成
車
の
国
内
生
産
台
数
の
増
減
と

同
様
に
、
一
九
七
三
年
を
ピ
ー
ク
に
翌
年
に
は
大
き
な
落
ち
込
み
を

み
せ
る
。
で
は
売
上
高
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

売
上
高
に
つ
い
て
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
創
立
五
〇
周
年

を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
社
史
『
人
と
夢
を
自
転
車
に
乗
せ
て
』
で

は
、
売
上
高
の
お
お
よ
そ
の
増
減
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
る（（（
（

。
一
九

七
四
年
に
売
上
高
は
三
〇
〇
億
円
超
を
記
録
し
、
創
業
以
来
、
最
高

の
水
準
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
五
年
に
大
き
く
落
ち
込
み
、
二

一
七
億
円
と
な
る
。
一
九
七
四
年
の
売
上
を
超
え
る
の
は
、
一
九
八

〇
年
と
な
り
、
売
上
高
の
回
復
に
は
五
年
を
要
し
た
。

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
は
、「
年
初
計
画
か
ら
減
産
し
た
修
正
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計
画
の
さ
ら
に
九
〇
％（（（
（

」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
生
産
規
模
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
幅
な
人
員
削
減

を
実
施
し
、
一
九
七
四
年
に
約
二
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
従
業
員
は
、

一
九
七
五
年
に
は
一
八
〇
〇
人
体
制
と
な
っ
た（（（
（

。

（
2
）　
大
同
工
業

　

大
同
工
業
は
一
九
三
三
年
に
石
川
県
に
設
立
さ
れ
た
国
益
チ
エ
ン

を
前
身
と
し
た
、
戦
前
に
創
業
し
た
自
転
車
チ
ェ
ー
ン
製
造
企
業
で

あ
っ
た（（（
（

。
創
業
後
、
複
数
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
を
傘
下
に
お
さ
め

て
、
自
転
車
チ
ェ
ー
ン
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。
一
九
三
五
年
に
は
、

国
益
チ
エ
ン
、
国
益
チ
エ
ン
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
朝
日
チ
エ

ン
、
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
国
益
チ
エ
ン
と
シ
ェ
ア
を
二
分
し

て
い
た
加
賀
チ
エ
イ
ン
の
三
社
合
併
に
よ
っ
て
、
大
同
チ
エ
ン
株
式

会
社
が
発
足
し
た
。
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
大
同
チ
エ
ン
の
地
位

は
、「
事
実
上
国
内
チ
ェ
ー
ン
業
界
の
大
半
を
包
括
す
る（（（
（

」
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
国
内
で
の
地
位
を
高
め
て
い
く
も
、
戦
時
の
統

制
経
済
の
時
代
と
な
り
、
自
転
車
チ
ェ
ー
ン
の
製
造
の
拡
大
は
不
可

能
と
な
る
。

　

戦
後
に
チ
ェ
ー
ン
製
造
を
再
開
し
た
の
は
一
九
四
五
年
一
二
月
で

あ
っ
た
。
以
降
、
自
転
車
産
業
の
成
長
と
と
も
に
、
戦
前
と
同
じ
く

図 4　（9（0年代のブリヂストンサイクルの完成車生産状況
出所：下村成行『経営と人間と─ブリヂストンと共に（（年─』（開発社、（9（（年）より筆者作成。
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自
転
車
チ
ェ
ー
ン
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
同
時
に
、

オ
ー
ト
バ
イ
部
品
や
農
機
、
産
業
機
械
な
ど
へ
の
多
角
化
を
行
い
、

企
業
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
。

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
で
は
、
自
転
車
チ
ェ
ー
ン
事
業
は
全
体
の
八

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
国
内
市
場
シ
ェ
ア
は
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、
自
転
車
チ
ェ
ー
ン
の
対
米
輸
出
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
た（（9
（

。

　

図
（
は
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
の
売
上
高
と
純
利
益

を
表
し
て
い
る
。
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
と
異
な
り
、
一
九
七
四

年
は
前
年
度
の
売
上
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

農
機
が
一
九
七
四
年
ま
で
は
好
調
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る（（0
（

。
し
か

し
、
一
九
七
五
年
は
売
上
高
は
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
利
益
は
五

八
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
な
り
、
非
常
に
厳
し
い
結
果
と
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、
一
九
七
七
年
、
八
年
は
赤
字
に
転
落
す
る
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
四
回
に
わ
た
っ
て
一
八
日
～
二
四
日
間
の
操
業

停
止
を
行
い
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
九
年
ま
で
の
新
規
採
用
を

中
止
し
た
。
一
九
七
九
年
に
は
、
二
五
八
名
の
希
望
退
職
者
を
募
っ

て
、
苦
し
い
経
営
環
境
に
対
応
し
た
。

図 5　（9（0年代の大同工業の売上高、純利益の推移
注：左目盛が売上高を、右目盛が純利益を指す。
出所：大同工業社史編さん委員会編『大同工業五十年史』（大同工業株式会社、（9（（年）より筆者作成。
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（
3
）　
シ
マ
ノ

　

シ
マ
ノ
は
創
業
者
の
島
野
庄
三
郎
が
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
堺
市

の
自
転
車
部
品
工
場
が
昭
和
恐
慌
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

一
九
二
一
年
に
機
械
修
理
工
と
し
て
独
立
開
業
し
た
。
こ
れ
が
、
シ

マ
ノ
の
歴
史
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
島
野
庄
三
郎
は
「
職
人
の
ハ
ー

ト
を
持
っ
た
技
術
者
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
自
転
車
部
品
で

は
も
っ
と
も
技
術
が
要
求
さ
れ
る
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
の
生
産
に
当
初

か
ら
着
手
し
た
。
そ
し
て
、
材
料
の
地
金
の
焼
入
れ
な
ど
、
そ
れ
ま

で
は
職
人
の
カ
ン
に
頼
っ
て
い
た
も
の
を
、
硬
度
計
を
は
じ
め
、
機

械
工
具
を
自
前
で
考
案
す
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
、
次
第
に
輸
入
品
と

遜
色
の
な
い
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
の
結
果
、
一

九
三
九
年
に
は
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
生
産
が
年
間
三
万
個
に
達
し
、
こ

の
分
野
で
は
日
本
ト
ッ
プ
企
業
に
成
長
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
時
中
の
経
営
中
断
を
経
て
、
戦
後
事
業
再
開
後
、
一

時
期
は
完
成
車
生
産
も
手
掛
け
た
が
、
自
転
車
需
要
の
変
動
の
激
し

さ
と
業
界
の
激
し
い
競
争
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
と
一
九
五

〇
年
代
半
ば
に
は
経
営
危
機
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
五
八
年
に

は
経
営
再
建
に
向
け
、
①
部
品
専
業
メ
ー
カ
ー
に
徹
す
る
②
販
売
シ

ス
テ
ム
の
近
代
化
を
は
か
る
③
輸
出
市
場
を
開
拓
す
る
④
徹
底
的
な

技
術
改
良
を
は
か
る
、
と
い
う
再
建
策
を
ま
と
め
、
こ
れ
以
降
製
品

と
し
て
外
装
、
内
装
変
速
機
な
ど
の
生
産
に
着
手
し
、
あ
く
ま
で
も

部
品
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る（（（
（

。

　

シ
マ
ノ
は
一
九
七
〇
年
代
に
は
す
で
に
売
上
の
多
く
を
海
外
か
ら

稼
い
で
い
た
。
全
体
の
売
上
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
占
め
る
自
転

車
事
業
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
輸
出
で
あ
っ
た
と
い
う（（（
（

。
も
ち
ろ

ん
国
内
シ
ェ
ア
も
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。「
ス
リ
ー
ス
ピ
ー
ド
ハ
ブ
で

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ
リ
ー
ホ
イ
ル
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
外
装
変

速
機
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ク
二
八
パ
ー
セ
ン
ト（（（
（

」
と
い
う
驚

異
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
た
。

　

図
（
に
示
し
た
通
り
、
圧
倒
的
な
競
争
力
を
も
っ
て
い
た
シ
マ
ノ

も
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
不
況
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
、

一
九
七
五
年
に
は
大
き
く
売
上
が
縮
小
す
る
。
輸
出
企
業
で
あ
る
シ

マ
ノ
は
、
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
円
高
も

業
績
悪
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
五
年
の

輸
出
実
績
は
、
前
年
比
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
な
っ
た
。

　

社
史
に
よ
る
と
、
シ
マ
ノ
は
こ
の
状
況
に
対
し
て
、
在
庫
圧
縮
、

売
掛
金
回
収
の
強
化
を
進
め
、
さ
ら
に
一
般
管
理
費
、
販
売
費
、
製

造
経
費
を
五
一
億
円
（
一
九
七
四
年
（
か
ら
三
六
億
円
（
一
九
七
五

年
（
に
減
ら
す
と
い
う
対
応
を
行
っ
た（（（
（

。
大
幅
な
人
員
削
減
を
行
っ

た
と
い
う
記
録
は
、
社
史
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
一
九
七
一
年
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図 6　（9（0年代のシマノの売上高、経常利益の推移
注 （：年度は前年（（月から当年（（月まで。たとえば（9（（年であれば、（9（（年（（月から（9（（年（（月となる。
注 （：右目盛が売上高、左目盛が経常利益を指す。
出所：シマノ（0年史編集委員会編『（0年史�（9（（─（000�Pursuit�of�Dreams　新たな夢に向かって�資料

編』（株式会社シマノ、（00（年）より筆者作成。
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表 2　（9（0年代の （社の状況

ブリヂストン 大同工業 シマノ

主要事業 自転車（完成車）
オートバイ、農機、
自転車（部品）

自転車（部品）

主要市場 国内 国内＋海外 国内＋海外

業績不振直前（（9（（年）
の売上高

約（00億円 （（（億円 （（（億円

業績回復までの期間 約 （年（売上） 約 （年（純利益） 約 （年（売上）

出所：ブリヂストンサイクル株式会社編並びに刊行『人と夢を自転車に乗せて』（（999年）、
大同工業社史編さん委員会編『大同工業五十年史』（大同工業株式会社、（9（（年）、シマ
ノ（0年史編集委員会編『（0年史�（9（（─（000�Pursuit�of�Dreams　新たな夢に向かって�
資料編』（株式会社シマノ、（00（年）より筆者作成。
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か
ら
一
九
七
四
年
ま
で
は
従
業
員
数
が
増
加
し
続
け
て
い
る
の
に
対

し
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
は
従
業
員
数
が
減
少
し
つ

づ
け
て
お
り
、
す
で
に
み
て
き
た
二
社
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
に
せ

よ
、
人
件
費
の
節
約
に
も
着
手
し
た
と
思
わ
れ
る（（（
（

。
売
上
そ
の
も
の

は
一
九
七
六
年
に
は
回
復
傾
向
を
示
し
、
一
九
七
七
年
に
は
一
九
七

四
年
の
水
準
と
同
等
と
な
る
が
、
シ
マ
ノ
の
業
績
が
本
格
的
に
回
復

す
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
に
な
っ
て
か
ら
と
な
る
。

（
4
）　
三
社
か
ら
み
る
一
九
七
〇
年
代
の
自
転
車
産
業

　

表
（
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
、
大
同
工
業
、
シ
マ
ノ
の
一

九
七
〇
年
代
半
ば
に
お
け
る
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
三

社
と
も
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
一
九
七
四
年
の
急
激
な
自
転
車
国

内
生
産
の
落
ち
込
み
と
と
も
に
、
業
績
不
振
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。

　

大
同
工
業
は
オ
ー
ト
バ
イ
向
け
や
農
機
向
け
事
業
を
持
ち
、
主
た

る
事
業
が
自
転
車
分
野
で
あ
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
や
シ
マ
ノ

と
は
異
な
る
事
業
構
成
で
あ
り
な
が
ら
も
、
大
幅
な
赤
字
を
回
避
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
不
況
が
自
転
車
産
業
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
産
業
に
対
し
て
同
様
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

シ
マ
ノ
は
赤
字
転
落
に
こ
そ
な
っ
て
い
な
い
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
以
外
に
も
、
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
が
痛
手
と
な
り
、
国

内
向
け
の
み
な
ら
ず
、
輸
出
分
も
大
き
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
企
業
で
あ
っ
た
三
社
と
も
に
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
急

激
な
業
績
の
振
幅
を
経
験
し
、
回
復
ま
で
に
は
数
年
を
要
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
日
本
自
転
車
産
業
が
経
験
し
た
一
九
七
〇
年
代

の
生
産
台
数
の
劇
的
な
増
加
と
、
そ
の
後
の
急
激
な
落
ち
込
み
に
対

し
て
、
自
転
車
関
連
企
業
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で
あ
っ
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
、
大
同

工
業
、
シ
マ
ノ
の
三
社
と
も
に
、
一
九
七
三
年
な
い
し
は
一
九
七
四

年
の
直
後
に
業
績
不
振
に
陥
り
、
業
績
不
振
に
対
し
て
即
効
性
の
あ

る
有
効
手
段
を
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
国
内
市
場
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
企
業
で
あ
れ
、
海
外
市
場
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
企
業
で
あ
れ
、
同
様
に
業
績
不
振
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
転
車
国
内
生
産
の
推
移
を
み
る
限
り
、
一
九
七
〇
年
代
は
一
九

六
〇
年
代
に
比
し
て
確
実
に
成
長
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
し
か

し
個
別
企
業
の
状
況
を
み
て
い
く
と
、
一
九
七
三
、
四
年
ま
で
が
、

企
業
が
業
績
を
伸
ば
せ
た
の
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
ま
で



142

は
非
常
に
苦
し
い
経
営
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
本
稿
に
は
い
く
つ

か
の
限
界
が
あ
る
。
す
べ
て
を
挙
げ
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
こ

で
は
よ
り
重
要
と
思
わ
れ
る
課
題
を
ふ
た
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
今
回
の
事
実
発
見
だ
け
で
は
、
自
転
車
産
業
が
他
産

業
の
企
業
と
同
様
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
不
況
に
苦
し

ん
だ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
自
転
車
産
業
の
一
九
七
〇
年
代
の
状
況
を
示
す
こ
と
は
で

き
た
が
、
自
転
車
産
業
固
有
の
何
か
を
抽
出
で
き
た
と
は
言
い
が
た

い
。
今
回
考
察
し
た
三
社
と
も
に
、
本
格
的
な
業
績
回
復
を
み
せ
る

の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
分
析
の
時
期
を
一

九
八
〇
年
代
に
広
げ
る
こ
と
で
、
自
転
車
関
連
企
業
が
一
九
七
〇
年

代
の
不
況
を
ど
の
よ
う
な
形
で
脱
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
事
例
と
な
る
企
業
数
の
少
な
さ
で
あ
る
。
よ
り
多

く
の
企
業
の
状
況
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
三
社

だ
け
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
自
転
車
産
業
の
大
部
分
を
説
明
で
き

る
と
は
言
い
が
た
い
。
以
上
の
二
点
を
充
実
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
自

転
車
産
業
が
短
期
間
に
経
験
し
た
好
況
、
不
況
、
そ
し
て
不
況
か
ら

の
脱
却
と
い
う
一
連
の
動
き
を
緻
密
に
捕
捉
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
考
察
を
行
い
た
い
。

（
（
（��

世
界
初
の
自
転
車
と
さ
れ
る
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
が
発
明
さ
れ
た
年

に
は
、
資
料
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
山
田
眞
實
「「
自

転
車
」
文
化
論
」（『
同
志
社
商
学
』
第
五
四
巻
一
─

三
合
併
号
、

二
〇
〇
二
年
（
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
八
一
三
年
、
一

八
一
七
年
、
一
八
一
八
年
の
三
つ
の
記
録
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は

特
許
を
取
得
し
た
一
八
一
八
年
を
発
明
年
と
す
る
。

（
（
（��

ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
の
他
に
も
自
転
車
の
発
明
が
あ
っ
た
と
い
う
説

も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
以
前
で
有
名
な
も
の
は
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
発
明
が
あ
っ
た
と
い
う
説

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
現
在
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
佐
野
裕
二
『
自
転
車
の
文
化
史
』（
文
一
総
合
出
版
、

一
九
八
五
年
（
二
九
～
三
三
頁
が
詳
し
い
。

（
（
（��

佐
野
裕
二
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
、
山
田
眞
實
、
前
掲
論
文
、
一

四
七
頁
。

（
（
（��

山
田
眞
實
、
前
掲
論
文
、
一
四
七
頁
。

（
（
（��

佐
野
裕
二
、
前
掲
書
、
四
一
頁
、
山
田
眞
實
、
前
掲
論
文
、
一

四
七
～
一
四
八
頁
。

（
（
（��

山
田
眞
實
、
前
掲
論
文
、
一
四
七
頁
。

（
（
（��

自
転
車
産
業
振
興
協
会
編
並
び
に
発
行
『
自
転
車
の
一
世
紀
─

日
本
自
転
車
産
業
史
─
』（
一
九
七
三
年
（
二
四
九
、
二
五
三
頁

お
よ
び
佐
野
裕
二
、
前
掲
書
、
二
五
〇
～
二
五
一
頁
な
ど
に
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（��
自
転
車
産
業
振
興
協
会
、
前
掲
書
、
三
四
六
頁
よ
り
引
用
。

（
9
（��
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
三
樹
書
房
編
並
び
に
発

行
『
ホ
ン
ダ�

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
─
国
際
車
カ
ブ
・
シ
リ
ー
ズ
の
検
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証
─
』（
一
九
九
七
年
（
を
参
照
。

（
（0
（��

本
田
技
研
工
業
に
よ
る
大
量
生
産
体
制
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
は
、
太
田
原
準
「
日
本
二
輪
産
業
に
お
け
る
構
造
変
化
と
競

争
─
一
九
四
五
～
一
九
六
五
─
」（
経
営
史
学
会
『
経
営
史
学
』

第
三
四
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
（
を
参
照
し
た
。

（
（（
（��

産
業
研
究
所
編
並
び
に
発
行
『
七
〇
年
代
の
自
転
車
産
業
』

（
一
九
七
四
年
（。

（
（（
（��

た
と
え
ば
粂
野
博
行
・
渡
辺
幸
男
「
日
本
国
内
自
転
車
産
業
の

変
化
」（
渡
辺
幸
男
・
周
立
群
・
駒
形
哲
哉
編
『
東
ア
ジ
ア
自
転

車
産
業
論
』
第
二
章
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
（

七
三
頁
、
大
同
工
業
社
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
同
工
業
五
十
年

史
』（
大
同
工
業
株
式
会
社
、
一
九
八
四
年
（、
産
業
研
究
所
、
前

掲
書
、
二
三
頁
。

（
（（
（��

以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
は
、
下
村
成
行
『
経
営
と
人
間
と
─
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
共
に

三
五
年
─
』（
開
発
社
、
一
九
七
八
年
（
お
よ
び
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
編
並
び
に
発
行
『
人
と
夢
を
自
転
車
に
乗
せ

て
』（
一
九
九
九
年
（
を
元
に
記
述
す
る
。

（
（（
（��

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
、
前
掲
書
、
八
一
頁
の

「
売
上
高
の
推
移
」
を
参
照
。
こ
の
図
で
は
、
一
九
四
九
年
と
一

九
五
五
年
か
ら
の
五
年
間
隔
で
し
か
数
字
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
他
の
年
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
か
ら
お
お
よ
そ
の
売
上
高
を

読
み
取
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

（
（（
（��

下
村
成
行
、
前
掲
書
、
二
六
九
頁
。

（
（（
（��

下
村
成
行
、
前
掲
書
、
二
七
二
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
従
業

員
は
自
転
車
部
門
以
外
の
人
員
お
よ
び
非
正
規
従
業
員
を
含
む
。

（
（（
（��

現
在
は
ご
く
一
部
の
特
殊
な
も
の
を
除
い
て
、
自
転
車
チ
ェ
ー

ン
の
製
造
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
（（
（��

大
同
工
業
社
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

（
（9
（��

産
業
研
究
所
、
前
掲
書
、
一
六
五
～
一
六
六
頁
。

（
（0
（��

大
同
工
業
社
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。

（
（（
（��

鎌
倉
健
「
工
業
集
積
地
の
今
日
的
意
義
と
そ
の
変
容（
二
（─

堺
・
自
転
車
工
業
産
地
を
事
例
と
し
て
─
」（
京
都
大
学
経
済
学

会
『
調
査
と
研
究
』
第
一
六
号
、
一
九
九
八
年
（、
中
小
企
業
振

興
事
業
団
『
自
転
車
部
品
』（
一
九
七
三
年
（、
島
野
工
業
株
式
会

社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
シ
マ
ノ
工
業
六
〇
周
年
記
念
社
史
・
明

日
へ
の
挑
戦
』（
島
野
工
業
株
式
会
社
、
一
九
八
二
年
（
を
参
照
。

（
（（
（��

産
業
研
究
所
、
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。

（
（（
（��

同
右
書
、
一
五
六
頁
。

（
（（
（��

シ
マ
ノ
八
〇
年
史
編
集
委
員
会
編
『
八
〇
年
史�

一
九
二
一
─

二
〇
〇
〇�Pursuit�of�D

ream
s　

新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
』（
株

式
会
社
シ
マ
ノ
、
二
〇
〇
一
年
（
一
四
七
頁
。

（
（（
（��

同
右
、
資
料
編
、
一
一
頁
。

（
あ
ず
ま
　
た
だ
し
・
京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
講
師
）




